
事業概要 【保護者連絡アプリ導入事業】

自治体名 福島県南相馬市 人口 55,849人 事業費 1,093千円

事業概要

市内小中学校では、保護者連絡手段として独自に保護者連絡アプリや緊急メールを導入（保護者負担）して
いるが、教育委員会から保護者へ一斉配信ができない、各学校は欠席連絡を電話で受けているなどの課題が存
在する。市で統一した保護者連絡アプリを導入することで、教育委員会から保護者へ一斉に情報伝達でき、保護
者は迅速に情報を得られるほか、欠席連絡を電話ではなくシステム化すること、また保護者連絡アプリに付随する
機能を活用することで保護者と教職員のコミュニケーションを円滑化し、児童生徒や保護者への支援充実を図る。

具体

サービス

【保護者連絡アプリ】
• 学校⇔保護者間の連絡
• 市・市教委⇔保護者間の連絡
• 保護者からの遅刻・欠席連絡
• 学校からのアンケート調査

【対象校等】
• 南相馬市立小学校：11校
• 南相馬市立中学校：6校
• 児童生徒数：3,125人（R6.4.12時点）

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①サービス利用者数

【アウトカム指標（成果指標）】
①保護者の満足度

【参考Q&A集P5】

Ｑ１：過年度のデジ田交付金デジタル実装タイプ採択事業について、機能追

加は対象として認められるか。また、既存事業（地方公共団体の単費等により、

当該団体で既に実装しているサービス）の機能追加は対象となるか。

Ａ：過年度のデジ田交付金デジタル実装タイプにおける採択事業又は既存事

業（地方公共団体の単費等により、当該団体で既に実装しているサービス）

の機能追加については、いずれも新規サービスと同等の拡充があることを条件

に認められ、新規サービスと同等の拡充がない場合は対象事業として認めら

れない。なお、事業の内容に応じて、以下のとおりKPIの設定が求められる。

◎過年度のデジ田交付金デジタル実装タイプ採択事業の機能追加の場合

原則、機能追加部分に係る事業効果を計測する新規のKPIを設定すること。

加えて、機能追加に伴い過年度のデジ田交付金デジタル実装タイプ採択事業

において設定しているKPIに上昇が見込まれる場合は、従前のKPIの実績値に

上乗せしたKPIを別途設定すること。

◎既存事業の機能追加の場合

機能追加部分に係るKPIを設定すること。その際、既存事業における計測済の

指標をKPIとして設定する場合は、直近の実績値に上乗せした目標値を設定

する必要がある。

既存事業（地方公共団体の単費等により、当該団体で既に実装している

サービス）の機能追加については、いずれも新規サービスと同等の拡充がある

ことを条件に認められ、新規サービスと同等の拡充がない場合は対象事業と

して認められない。

今回の緊急情報等を保護者へメール送付する機能追加部分について、新規

サービス同等の拡充とわかるよう記載内容を全体的に見直し願います。

（例：それぞれ独自のシステムにて配信を行っていたが一斉送信が可能となる、

アプリによる通知が可能となる、従来には無かったお知らせ配信が可能となる

等）

なお、説明いただいた結果、新規サービス同等の拡充ではなく、単なるシステム

の統合に止まる更新事業と判断された場合は交付対象外と判断いたします。

→ 既存の保護者連絡アプリについては、市の単費等で導入していたものではな

く、市内の小中学校がPTA会費等により、多種多様なサービスを利用している

状況であった。そのため、新規事業で市が主体となり統一したサービスを導入す

るものである。

今回の新規事業の展開により、教育委員会から、保護者へ一斉に情報伝達

が可能になり、また、アプリを導入していない小中学校では、直接電話で欠席

連絡をしていたものが、アプリを活用した欠席連絡が可能になる。

そのため、市としては、既存事業の追加ではなく、新規サービスの導入であり、ま

た、これらの機能が使用できることにより、相当な機能の拡充が見込まれるもの

と考えている。

※スライド６「サービス内容（政策目的への適合性）」については、既存事業

 の追加の資料であるため、上述の理由から作成をしていません。（南相馬市

コメント）

主なKPIについて後述の指摘を踏まえ修正願います。



推進体制

◼ 事業推進体制

名称 役割

南相馬市
教育委員会

• 事業計画の立案
• 報告書作成をはじめとする事業全般の管理・

統括業務内諾済

アプリ提供
事業者

• 保護者連絡アプリサービスの提供

市内小中学校
教職員

• 緊急情報等の発信

保護者
• 遅刻・欠席等の連絡
• アンケートへの回答

名称 役割

県・各種教育系
団体

• イベントチラシなどの配信

南相馬市CIO補
佐官

• デジタル技術及び業務効率化等に関する助言や提案、
事業の検証・分析

警察・消防 • 非常時の相談に対する助言・協力

・各種団体について具体的に記載願います。

・次頁に記載のCIO補佐官を記載願います。

・緊急情報の配信にあたっては警察・消防等の地域のステークホルダーは

漏れなく記載願います。

南相馬市
教育委員会

アプリ提供事業者
株式会社Fusic

事業者

保護者

県・
各種教育系団体

委託契約
イベントチラシ
などの配信

情報発信

市内小中学校
教職員

助言等支援
検証・分析

警察・消防

相談

助言・協力実装サービス
実施部局

南相馬市
CIO補佐官

関連する地域のステークホルダー

情報発信
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